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人間の大脳半球間の機能的差異に関する多 くの研究によると,言 語的材料が瞬時に左あ

るいは右視野に提示された場合には,右 視野優位にな り,非 言語的材料の場合には,左 視

野優位になることが明らかにされている(た とえば,Kimura,1973).言 語的一非言語的

という2分 法が適切であるかどうかに関しては議論の余地が残されている(Cohen,1972)

が,こ のような材料の特質による優位視野の差異は,大 脳半球間の情報処理 システムの差

異に対応づけで説明されることが多い.す なわち,左 あるいは右視野に提示された情報は,

それぞれ反対側の大脳半球に伝達されるので,右 視野に提示された刺激が左半球言語領に

直接伝達された方が,左 視野か ら右半球に伝達されたあと脳梁を経て左半球に伝達される

よりも有利であるというわけである.

しかし,上 記のようなラテラリティ効果は,大 脳半球間の情報処理機能の特殊化そのも

のに帰因するだけではなく,刺 激変数や課題などの相互作用によっていることが指摘され

ている(Kirsner,1980)・ た とえば,言 語的材料であっても処理 レベルによって視野優位性

が変化す ることが実証 されてお り(Cohen,1972;Hatta,1978;小 川,投 稿中),ま た,注 視

点の位置に言語的あるいは非言語的材料の弁別課題を負荷することによって,言 語的材料

の右視野優位性が増幅された り,消 滅することが報告されてお り(本 田,1977;Kershner,

1977;Klein,1976),視 野優位性は両半球間の活性化 レベルの微妙なバラソスの上に成 り立

っているのではないか と考xら れる(Kinsbourne,1973).

さらに,脳 梁を切断されている分割脳の患者が右半球で具象名詞(Gazzaniga,1968),あ

るいは動詞(Zaide1,1976)を ある程度理解できることも報告されている.ま た,健 常者の

場合にも,右 半球に具象名詞を処理する能力のあることが示唆され て い る(Day,1977;

Hines,1976)の で,言 語的情報の処理が左半球にのみ局在するのではな く,右 半球にも

存在す るのではないかとも考えられる.

そこで,本 研究では,聴 覚的負荷と`7スキング手法を用いて,カ ナの処理が左半球に局

在 しているかどうかを検討することを 目的 としている.
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とこ ろ で,カ ナが 瞬 時 に左 あ る い は右 視 野 に 提 示 さ れ た 場 合 に は,右 視 野 優 位 に な る こ

とが 報 告 され てい る(Hatta,1978;Hirata&Osaka,1967;小 川,1977)が,視 野 に提 示

され た カ ナ は,網 膜 外 側 か ら同 側 の 大 脳 半 球 に 伝 達 され,ま た,網 膜 内 側 か ら反 対 側 の 大

脳 半 球 に 伝 達 さ れ るの で,上 記 の 視 野 優 位 性 は 両 眼 か らの 情 報 の合 成 に よ って増 幅 され て

い る可 能 性 が あ る.そ こで,偏 光 フ ィル タ ・一一一を 使 用 し,一 方 か らの情 報 伝達 を 制限 す る こ

とに よ って,大 脳 半 球 機 能 差 を 一 層 明確 に す る こ とを 目的 とす る.

実 験 1

目 的

従 来 の 方 法 に よっ て,カ ナ認 知 の視 野 優 位 性 を 検 討 す る こ とを 目的 とす る.

方 法1

被 験 者 女 子 学 生20名(平 均 年 齢1&35歳)を 被 験 者 と して 用 い た.被 験 者 はす べ て右

手 利 き で,し か も,両 眼 と もに 正 常 な 視 力(矯 正 視 力 も含 む)で あ る.

実 験 装 置 幅36cm,高 さ25.5cm,奥 行94.5cmの 暗 箱 と`7イ ク ロ コ ソ ピ ュー タPET

2001(コ モ ドール ・ジ ャパ ソ製)を 用 い た.被 験 者 の顔 が 暗 箱 に接 す る部 分 は,顔 面 に 沿

う よ うに な っ て い る.そ の 大 き さは,幅15.5cm,高 さ6.5cm,奥 行3.5～8cmで あ る.

被 験 者 の眼 の位 置 か ら33cmの 所 に,`?イ ク ロ コ ソ ピ ュ ー タに 接 続 され てい る9イ ソ チ

の 白黒 テ レ ビが あ る.

刺 激 提 示 時 間,刺 激 提 示 間 隔 な どの 時 間 制 御 には,Basicプ ロ グ ラ ムに よ っ て コン ピュ

ー タ内 蔵 の デ ジ タル ・ク ロ ッ クを使 用 した .

刺 激 材 料 刺 激 材 料 は 清 音2字 音 節 の カ タカ ナ と,被 験 者 が ス ク リー ソの 中 央 を 注 視 し

てい る こ とを 保 証 す るた め に 提 示 す る1桁 の数 字 で あ る.清 音2字 音 節 の カ タ カ ナに つ い

ては,梅 本 ・森 川 ・伊 吹(1955)の 無 連 想価 表 か ら,無 連 想 価20～69%の 範 囲 の もの を90

個 選 び 出 した.そ れ らの カ タカ ナ を左 右 視 野 に45個 ず つ 提 示 す る.一 方 の 視 野 へ の連 続 提

示 を3回 に 制 限 した 以外 は,無 作 為 に 提 示順 序 を 決 定 した.さ らに,そ の提 示 順 序 の左 右

視 野 を全 部 逆 に した も う1種 類 の 提 示順 序 を 作 り,同 一 の カ タ カ ナを 両 視 野 に提 示 す る こ

とに よ って,刺 激 材料 の 片寄 りを な くす よ うに した.な お,1桁 の数 字(1～9)に つ い

て は,出 現 頻 度 が 均 第 に な る よ うに 配 慮 し て90個 選 定 した.数 字 と カ タ カナ そ れ ぞ れ90個

の うち,10個 をi練習 用 と し,80個 を 本 実 験 用 に 用 いた.

数 字 は 視 角1.32。 の 所,カ タ カ ナは 注 視 点 の 左 右 それ ぞ れ に水 平 視 角2.64。 と6,87。 の

間,垂 直 視 角1.32。 の 所 に 提 示 され る.注 視 点 と数 字,カ タカ ナ は,す べ て コ ン ピ ュ ー タ

内 蔵 の もの(8×8ド ッ ト`?ト リ ック ス)で あ る.こ れ らの 刺 激 材 料 は 黒 地 に 白で 提 示 さ

れ る.

手 続 実 験 を 開 始 す る に あた っ て,す べ て の被 験 者 に 次 の よ うな 趣 旨の 教 示 を 与}て い

る.す な わ ち,テ レ ビ画 面 の 中央 に光 点 を2秒 間提 示 す る の で 凝 視 す る こ と,光 点 が 消 え

た あ とす ぐに そ の光 点 の位 置 に 数字 を1つ 提 示 す る と同 時 に 数 字 の 左 側 か 右 側 に カ タ カ ナ

を提 示 す る の で,眼 を 動 か さず に 数 字 を み つ め た 状 態 で カ タ カ ナを み る こ と,そ して,数

字 を先 に 答},そ の 後 で カ タ カナ を 答 え る よ うに 教 示 した.

被 験 者 を椅 子 に座 らせ,暗 箱 に 顔 を つ け させ た あ と,練 習 用 リス トを用 い て左 右 それ ぞ

れ の 視 野 に5回 ず つ,計10回 数 字 と カ タ カ ナを 提 示 して 実 験 の要 領 を理 解 させ た.

画 面 中 央IT注 視 点 を2秒 間 提 示 し,そ の 終 結 と同 時 に 注 視 点 の位 置 に数 字 を提 示 し,一

方の視野にカタカナ端 秒間提示 した(・ 試行).試 行隔 は・・秒である・このイソター
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バ ル 中 に 数 字 とカ タカ ナ を 口頭 で答 え させ た .表1左 右視野 におけ るカナ認知 の平均 正答率

(N=20)こ の よ うに して,本 実 験 と して80試 行 お こな

左視野 右 視野 った.

結 果平 均0
.460.66

標 準 偏 差0.140.07注 視 点 の 位 置 に 提 示 した 数 字 と・ 左 右 いず

れ か0方 の 視 野 に 提 示 した カ タ カ ナ の両 方 を

正 し く報 告 で きた もの に つ い て 結 果 の分 析 を お こな う.

左 右 の 視 野 に 提 示 した カ タ カ ナの 平 均 正 答 率 を求 め る と,表1の よ うに な る.t検 定 の

結 果,カ タ カナ認 知 の 正確 さは,左 視 野 よ りも右 視 野 の 方 が 有 意 にす ぐれ て い る(t=6.67,

df=38,P<.001)こ とが 明 らか に な った.左 右 視 野 間 の 正 答 率 に 個 人 差 は 認 め られ るが,

す べ て の 被 験 者 の 成 績 が 右 視 野 優 位 に な っ て い る の で,こ の よ うな 結 果 は 単 に 統 計 的 に 視

野 間 の 有 意 差 が 認 め られ た とい うこ と以 上 の意 味 を も っ て い る の で は な い か と思 わ れ る.

上 記 の 結 果 は,ひ らが な や カ タ カナ 認 知 の 視 野 差 を調 べ て い る 他 の 研 究 結 果(Hatta,

1977;Hirata&Osaka,1967;Sasanuma,eta1.,1977)と 一 致 して い るの で,カ ナ 情 報 の

処 理 は 左 半 球 優 位 で あ る こ とを確 証 す る もの で あ る.

実 験 II

目 的

実験1で は,カ タカナ認知の正確さは右視野優位になることが実証されたので,こ のよ

うな右視野(左 半球機能)優 位性が,聴 覚的負荷によってどのように変化するかを調べる

ことを目的としている.

方 法

被験者 実験1と は異なる女子学生20名(平 均年齢18.25歳)を 被験者として用いた.

被験者はすべて右手利きで,し かも眼 ・耳 ともに正常な視力(矯 正視力を含む)且 つ聴力

である.

実験装置 視覚刺激の提示に関 しては,実 験1と ほぼ同様である.異 なる所は,聴 覚刺

激を提示するためにヘッドホーンとカセヅ トコ・一一ダ(SonyCF-1600)を 用いたことと,聴

覚刺激(電 子 ブザーSMB-01とRMB-12に よる)の 高低を弁別してキー ・プレスをす

るためのマイクロスイッチ(2個)を 用いた ことである.

なお,被 験者のキー ・プレスに同期 して数字 とカタカナがテレビ画面に提示されるよう

になっている.

要因計画 一連の聴覚刺激をいずれの耳に先に与えるか という先行耳(2:被 験者間要

因)× 左耳 と右耳(2)×左右視野(2)の2×2×2要 因である.

刺激材料 数字 とカタカナの刺激材料の リス トは実験1と 同一のものである.左 右視野

に提示されるカタカナのそれぞれ半数ずつに高音と低音の聴覚的弁別刺激を割 り当てた.

したがって,左 右の耳にそれぞれ40回 ずつ計80回 である.被 験者の半数には,そ れらの聴

覚刺激を先に右耳に40回 与え,そ の後で残 りの聴覚刺激を40回 左耳を与えた.残 り半数の
'

被験者には,逆 の順序で聴覚刺激を与えて,カ ウンターパランスした.

手続 実験を開始するにあたって,す べての被験者に次のような趣旨の教示を与えてい

る.す なわち,テ レビ画面中央に注視点が提示されたら,そ れを凝視すること,左 耳ある

いは右耳から2種 類のブザー音が聞えてくるので,正 確に しかも出来るだけ速 く右手の人

指 し指あるいは中指でキ・一一を押す ように教示 した.な お,高 音と低音に関 して被験者の半
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平
均
正
答
率

ノ・左耳先行一右耳

左視野

右耳先行一左耳

左耳先行一左耳

軸蛤 右耳先行一右耳

右視野

図1聴 覚的負荷時のカナの平均正答率

数ごとに人指 し指 と中指を逆にさせた.

さらに,キ ー ・プレスによって注視点の位置に数字と,左 あるいは右視野にカタカナが

提示されるので,先 に数字を答えそのあとでカタカナを答えるよう)/TY1...教示 した.な お,ど

ちらの耳に聴覚刺激が与えられるかは,被 験者にあ らか じめ知 らされている.

被験者を椅子に座らせ,暗 箱に顔をつけさせたあと,練 習用の リス トを用いて,左 耳あ

るいは右耳に聴覚刺激を与},注 視点の位置に数字と,左 あるいは右視野にカタカナをそ

れぞれ6回 ずつ計12回 提示して実験の要領を理解させた.

注視点を2秒 間提示 し,そ の終結 と同時に左あるいは右耳に聴覚刺激を300msec.与 え,

キー ・プレス嗣 肌 轍 字とカタカナ端 秒隈 乱 た・試行騙 は・・秒である・この

イ ソ タ ーバ ル に 数 字 と カ タ カナ を 口頭 で 答 え させ た.こ の よ うに して 本 実 験 と して は,80

試 行 お こな った.

結 果

左 あ るい は 右 耳 か らの 聴 覚 刺 激 に 対 して正 しい キ ー ・プ レス を し,し か も,数 字 と カ タ

カナ を 正 し く答x.る こ とが で きた も のに つ い て資 料 を分 析 す る.左 右 視 野 に お け る平 均 正

答 率 を 求 め る と,図1の よ うに な る.2(左 耳 ・右 耳 先 行:被 験 者 間 要 因)×2(左 耳 ・

右 耳)×2(左 右 視 野)の2×2×2の 分 散 分 析 を お こな った 結 果,視 野 の主 効 果 が 有 意

に な り(.F=6.84,df-1/18,P<.025),右 視 野 の方 が有 意 に 優 れ て い る こ とが 明 らか),rな っ

た.ま た,先 行 耳 と左 ・右 耳 と の 間に 有 意 な交 互 作 用 が み られ(F・=26.52,df-1/18,P<

001),下 位 検 定 の結 果,い ず れ の耳 の場 合 に も先 行 耳 よ りも後 続 耳 の 方 が 有 意 に す ぐれ て

い た が,後 続 の 左 耳 と右 耳 に は 有 意 差 は み られ ず,先 行 の 左 耳 と右 耳 との 間 に 有 意 差 が 認

め られ た.

しか しな が ら,左 右 の耳 と視 野 との 間),rY`.有意 な交 互 作用 が 得 られ な か った の で,先 行 耳
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のみについて左 ・右耳(2)× 視野(2)の 分散分析をおこなった結果,耳 と視野との問

に有意な交互作用(F-4・50,df-1/18,P<・05)が 得 られ,左 耳から聴覚刺激が与えられ

た場合には,右 視野優位であったが,右 耳の場合には有意な視野差はみ られなかった.さ

らに,左 視野では左右の耳に有意差はみられなかったが,右 視野では,右 耳 よりも左耳の

方が有意にす ぐれていることが明らかになった.

上述のように,カ ナ認知の視野優位性は,左 耳か らの聴覚刺激によってほとんど影響 さ

れないが,右 耳か らの聴覚刺激の影響を受けるとい うことは,視 覚 と聴覚 という異なる二

っの情報処理系が相互にかかわ り合いをもち,し かも,カ ナ情報が左半球で処理されてい

る可能性を一層明確に示 しているとい}る であろ う.

しか し,聴 覚刺激を与える耳を左か ら右へ替えた場合には,右 耳か らの聴覚刺激の影響

を どうして受けないのかについては明らかではないが,聴 覚刺激の効果は一時的なもので

あると考}ら れる.

実 験 皿

実 験1と 実 験 ∬に よ って,カ タ カ ナ認 知 の正 確 さ は,右 視 野優 位 に な る こ とが 実 証 され,

さ らに,そ の 優 位 性 は 聴 覚 的 負 荷 に よ っ て一 時 的 に影 響 を 受 け る こ とが 明 らか に な った.

しか し,視 野 に 提 示 され た 情 報 は,網 膜 外 側 か ら同側 の大 脳 半 球 に 伝 達 され,ま た,網 膜

内 側 か らは反 対 の 大 脳 半 球 に 伝 達 され て い る.し た が っ て,視 野 優 位 性 は,上 述 の よ うな

結 果 と して生 じて い る の か も しれ な い.そ こで,本 実 験 で は,2対 の 偏 光 フ ィル タ.一一.を使

用 し,情 報 伝 達 を 制 限す る こ とに よ って 視 野 優 位 性 と マ ス キ ン グ効 果 を 調 べ る こ とを 目的

と してい る.

方 法

被 験 者 実験1・ ∬ とは 異 な る女 子 学 生16名(平 均 年 齢18.38歳)を 被 験 者 と して 用 い

た.被 験 者 はす べ て 右 手 利 きで,し か も両 眼 と もに 正 常 な視 力(矯 正 視 力 も含 む)で あ る.

実 験 装 置 実験1と ほ ぼ 同 様 で あ るが,異 な る と こ ろ は次 の点 で あ る.す な わ ち,テ レ

ビ画 面 中央 に 幅5mm,高 さ14cmの 垂 直 方 向 の空 白 を 残 し,そ れ 以 外 の 部 分 を 偏 向 フ ィ

ル タ ー で覆 っ て お り,ま た,暗 箱 の 内 側 に も一 対 の偏 光 フ ィル タ ーを と りつ け て い る こ と

で あ る.被 験 者 が テ レ ビ画 面 の真 中 を見 て い る こ とを 保 証 す るた め の 数 字(digit)は 中 央

部 の空 白 に,そ して,カ タカ ナ は 左 右 視 野 そ れ ぞ れ に 水 平 視 角2.64° ～6.870の 間 に8×8

ドヅ ト ・マ トリ ック ス で提 示 され る.な お,数 字 と カ タ カ ナは マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ー内

蔵 の もの で あ る.

要 因 計 画2刺 激 が 提 示 され る視 野 と して,左 左,左 右,右 左,右 右 の4条 件,そ して,

第 ・轍 と第2刺 激 の イ ソ タ ー ノミル(ISI)と して ・3691260'60'60'60秒 の4雑 さ らセも

2対 の 偏 光 フ ィル タ ー の組 み 合 わ せ に よる 眼 と視 野 の2条 件(同 側 と反 対 側:被 験 者 間 要

因)の4×4×2の 要 因 で あ る.

同 側 条 件 で は,右 眼 で右 視 野,左 眼 で 左 視 野 を み る こ とが で き る よ うに な っ て お り,ま

た,反 対 側 条 件 では,逆 に 右 眼 で左 視 野,左 眼 で 右 視 野 を み る こ とが で き る よ うに な って

い る.な お,対 照 条 件 と して,両 視 野 に 同 時 に カ タ カナ を 提 示 す る条 件 も設 け て い る.

刺 激 材 料1桁 の数 字200個 と清 音2字 音 節 の カ タ カ ナ200個 で あ る.

手 続 実 験 を 開 始 す るに あた っ て の教 示 は,実 験1と ほ ぼ 同様 で あ るが,数 字 に続 い て

カ タ カナ を2つ 答 え させ る点 だ け は 異 な っ て い る.

練 習 用 リス トを 用 い て,左 右 視 野 に それ ぞ れ5回 ず つ 計10回 カ タ カ ナを 提 示 して 実験 の
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表2各 条件における左右視野の平均正答率

視 野

イ ン タ ・一バ ル

同 側

反対側

ア

30
7

SD

左 右

3

.15

.10

.14

.17

6

.21

.26

.11

.09

9

.19

.09

.09

.13

12

.19

.20

.os

.11

3

.41

.18

.38

.24

6

.40

.21

.30

.19

9

.48

.15

.40

.25

12

.39

.23

.38

.24

カタカナを左あるいは右翻 喘 秒隈 示 し(第2束 旺激)・

要領を理解させたあと本実験

を開始した.

テ レビ画面中央に注視点を

2秒 間提示 し,そ の終結 と同

時にその位置に数字を1つ 提

示 し,同 時に左あるいは右視

野セこカタカナ端 秒問提示す

る(第1刺 激).上 記 のISI

の の ち,第1刺 激 とは 異 な る

数 字 とカ タカ ナ を 答 え させ た.

試 行 間隔 は5秒 で あ る.こ の よ うに して,本 実 験 と しては200試 行 お こな った.

結 果

注 視 点 の位 置 に 提 示 した 数 字 を正 し く答 え られ た もの に つ い て,カ タ カナ の 資 料 を 同 時

提 示,第1刺 激,第2刺 激 に 分 け て 分 析 す る.

左 右 視 野 に 同時 提 示 され た カ タカ ナ の 平均 正 答 率 を 求 め る と,表2の よ うに な る.ISI

の要 因 も含 め て,ISI(4)× 視 野(2)× 同 側 ・反 対 側(2)の 分 散 分 析 を お こな った

結 果,有 意 な視 野 差 が認 め られ(F=56.04,df=1/14,P<.001),従 来 の結 果 と一 致 した.

しか し,そ の 他 の 主 効 果 と交 互 作 用 が 有 意 に は 至 らな か った の で,同 時 提 示 の 場 合 に は,

偏 光 フ ィル タ・一に よ る情 報 制 限 と情 報 が 脳 梁 を 介 す るか 否 か は 右 視 野 優 位 性]/YVI__.ほとん ど影

響 しない もの と考}ら れ る.

次 に,第1刺 激 に 関 して カ タ カナ の 平 均 正 答 率 を 求 め る と,図2の よ うに な る.上 記 と

同様 の4×2×2の 分 散 分 析 を お こな った 結 果,主 効 果 と して,左 右 視 野 へ の 提 示 条 件

(F-89.32,ガ ー3/42,P<.001)と 同 側 ・反 対 側(F=5.58,df=1/14,1)<.05)が 有 意 で あ

った が,そ れ らの 間 に 有 意 な 交 互 作 用(F=5・60,df-3/42,P<・005)が み られ た の で,

平
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図2各ISIに おける第1刺 激 の平均 正答 率
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図3各ISIに おけ る第2刺 激の平均正答率

下位検定をお こなった ところ,右 一左条件,す なわち,第1刺 激を右視野に提示し,第2

刺激を左視野に提示する条件のみ,同 側の方が反対側よりも有意にす ぐれていることが明

らかになった.こ のような結果は,カ ナ情報が網膜内側か ら脳梁を経て左半球に伝達 され

る方が,外 側か ら直接左半球に伝達され る場合よりも有利であることを示唆 している.し

かし,2次 の交互作用が有意ではないので,ISIに 伴 う第2刺 激のマスキングの程度の違

いについては明らかではない.

しかしながら,左 一左条件と右一右条件の場合には,同 側 ・反対側にかかわ らず,そ れ

ぞれ左一右,右 一左条件よりも成績が悪 く,末 梢 レベルでのマスキングが生 じていること

を示 している.

さらに,第2刺 激に関してカタカナの平均正答率を求めると,図3の ようになる.第1

刺激 と同様の分散分析をおこなった結果,左 右視野への提示条件の主効果が有意になった

(F=26.95,df-1/42,P<.001)の で,下 位検定をおこなったところ,左 一左条件と左一右

条件間には有意差がみられなかった.ま た,左 一右条件と右一右条件間にも有意差はみら

れなかった.と ころが,左 一左条件 と右一左条件問には有意差が認め られ,左 一左条件の

方が右一左条件 よりも有意にす ぐれていることが明らかになった.し たがって,こ のよう

な結果から,カ ナ情報の処理が主 として左半球でなされているのではないか と考rら れる.

とい うのは,右 半球で処理されているとすれば,末 梢的な順向マスキングを受けない右一

左条件は,左 一左条件よりも成績がよくなるはずだからである.

その他の主効果 としては,同 側 ・反対側が有意になった(F-6.18,df-1/14,P<.001).

しかし,有 意な交互作用はみられなかったので,提 示条件,同 側 ・反対側間の関係につい

ては明らかではない.

考 察

カナ認知の正確さが右視野優位であることは,3つ の実験か ら明らかである.そ こで,
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カナ情報の処理に関する視野優位性が,左 半球機能優位性に帰因するかどうかを実験1[,

皿の結果にもとついて検討する.

実験Hで は,聴 覚的負荷を左あるいは右耳か ら与えている.も し,聴 覚的情報処理と視

覚的情報処理が相互に完全に独立 して機能 しているとすれぽ,視 覚的に提示されるカナの

認知は,聴 覚的負荷の影響を受けないはずである.Howardetal・,(1980)に よると,意 味

論的処理に関 しては,視 覚と聴覚とは互いに独立に働 くが,音 韻的処理に関 してはそうで

はないと論じている.本 実験では,聴 覚的負荷 として音の高低を使用 しているので,意 味

論的とい うよりは,む しろ音韻的であるかもしれない.し たがって,聴 覚的負荷が視覚的

情報の処理に影響を与えるということは十分にあ りうることである.

ところで,そ のような聴覚的負荷の影響は,右 耳から与えられた場合にみられた.す な

わち,一 連の負荷が先に右耳から与えられた場合にカナ認知の右視野優位性が消滅した.

したがって,こ のような結果は,カ ナ処理が左半球でなされていることを示唆するもので

あると考えられる.と い うのは,カ ナ処理が右半球においてもなされているとすれば,左

耳から負荷が与えられた場合に何らかの影響がみ られるはずである.と ころが,左 耳から

の場合には一貫 して右視野優位な結果になっているか らである.

しかし,上 述のような聴覚的負荷の効果は,ア ルファベヅ トでは全然み られ なか った

(小川,1979)が,漢 字では,最 初にどちらの耳か ら負荷が与えられるかによって優位視

野が完全に逆転してしまうことが報告されている(小 川,印 刷中).こ のように言語的材

料の種類によって負荷からの影響が異なるので,情 報が処理される半球への依存度が異な

るのではないかと考}ら れる.た とえば,ア ルファベヅトの左半球での処理は非常に安定

しているが,カ ナはやや不安定であり,漢 字は両半球で処理されていると仮定できるかも

しれない.

カナ情報の処理が左半球でなされている可能性は,実 験皿の第2刺 激の左一左と右一左

条件間の有意差によって一層明らかである.す なわち,も し,カ ナの処理が右半球でなさ

れているとすれば,右 一左条件は,末 梢的な順向マスキングを受けていないので,左 一左

条件よりも成績がよくなるはずにもかかわらず,成 績が悪いからである.

さらに,第1刺 激では,右 一左条件で同側の方が反対側よりも有意にす ぐれていること

が明らか)/YVI__.なったので,カ ナ情報が網膜内側から脳梁を経て左半球に伝達された方が,外

側か らの場合 よりも有利であることが分かる.も し,そ のように考}る ことが正 しいとす

れぽ,左 一右条件で同側 ・反対側間の有意差がみられなかったことも間接的にではあるが,

カナが左半球で処理されていることを示唆している.

しかし,ISI)/Y関 して主効果も交互作用も有意には至 らなかったので,半 球間転移,処

理時間などについては今後検討すべき課題である.
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Summary

ThreeexperimentwereconductedtoexaminetherecognitionofKanaintheleftand

rightvisualfields.Kanaasthestimulusmaterialsweretachistoscopicaly(1J60sec.)

presentedbyCRTofmicrocomputer(PET2001)intheleftorrightvisualfield.

InExperimentI,asignificantRVFsuperioritywasfoundintheordinarycondition.

InExperimentII,auditoryloadings(discriminationtasksofhighorlowtone)were

addedtothevisualstimuli.Nosignificantvisualfieldsdifferenceswereyieldinthe

caseofpriorright-earloadings,butsignificantRVFsuperioritywerefoundinthe

othercases.Theseresultssuggestthattheauditoryloadingsfromtheright-earhave

aneffectonKanaprocessingsinthelefthemisphere.

InExperimentIII,twopairofinclinationfilterswereusedtorestricttheinformation

towardbothhemispheres.ApairofKanawereunilateralypresented.ISIwere3/60,

6/60,9/60and12/60.AsignificantRVFsuperioritywasobtainedineachcondition.

TheresultsasabovewereconsideredtosuggestthatKanawasmainlyprocessedin

thelefthemisphere.


